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コロナ禍の中で，着々と 

 

・下呂市金山地域 ４小学校の統合に向けて 

 令和３年４月，４つの小学校の統合に向け，準備が進められてい

ます。地域の方々の思いをとことん大切にし，将来の金山地域の教

育の方向性を生き生きと語る教頭先生の姿がとても印象的でした。

次年度からの家庭教育の内容についても，家庭教育委員会（仮称）

という組織の中で検討・準備を進められます。４校の家庭教育を担

当する保護者が交流を深め，新たな子育てネットワークづくりを創造すること自体に値打ちがあります。

コロナ禍において，膨大な調整内容があるにも関わらず，学校・保護者・地域・行政が一丸となって取

り組まれていることが，言葉の端々から伝わってきました。元気をいただきました。 

 金山児童館の館長さん曰く「大きくなっても，顔を見せてくれることが嬉しい」子どもの成長を学校

と協働して見守っている金山児童館の役割も大きいです。「じどうか

んだより（令和元年度とくべつごう）には，地域ぐるみで子育てし

ている記事が満載！また，館長さん自身が，金山小学校運営協議会

のメンバーであることは，学校教育と社会教育の両輪をフルに回し，

金山の子どもたちを地域全体で育む体制を強化しています。 

 

 

・年間テーマ「親子で心も体も日々健やかに」 飛騨市さくら保育園幼児学級委員の取組 

 委員会では，コロナ禍の影響から年間計画を見直し，【在宅型家庭教育学級 ８/３～８/16】に取り組

まれました。委員のメンバーが作成した「家庭教育だより」と，年少・年中・年長用の実践カード（下

図：委員の皆さんによる手づくり）には驚きです。たよりの内容・カードの楽しさ・・・，保護者のパ

ワーはすごい！ 「何か，参考にしたんですか？」と聞くと，今年度初めに配布した「家庭教育プログ

ラム改訂版（乳幼児期編）」と家庭教育学級リーダー研修（書面開催版）の資料二つを出しながら，「こ

んなふうに作ればいいんじゃない」って相談して・・・と。感謝感激です。 

 園長さんが，飛騨市子育て応援課のポスト便で配布され

た二つの資料を，委員の皆さんに期待を込めて渡されたこ

とがきっかけとなり，こんなに独創的でアイディアいっぱ

いの取組につながりました。園長さん曰く，「保護者さんの

主体的な取組が嬉しい！」  

９月初旬には今回の取組のまとめを行う予定だと話され

ました。集められるカードや取組のまとめが大変楽しみで

す。今後の実践にも，つなげてほしいと思います。 
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・高山市一之宮町さくらんぼクラブ（放課後児童クラブ）の取組 

 ８月に入り，一之宮公民館を訪れると，放課後児童クラブの教室に 

「みなさん ご存知ですか」というタイトルで，一枚の通信が掲示されて

いました。一之宮公民館に，設置依頼をした「話そう！語ろう！わが家の

約束運動」のリーフレットが，こんな形で有効活用されていることに感謝

です。「短くなった夏休みだけれども，コロナ禍に負けず，親子ともども

充実した生活を過ごしてほしい！」「短くなった夏休みだけれども，目標

を持って生活してほしい！」担当者みなさんの地域の子どもを思う気持

ちが伝わってきます。 

 夏休みが終わった頃，クラブから連絡をいただきクラブを伺うと，児童

全員分のカードが集められていました。「いいこと書いてあるよ」と担当

者。全員がきちんと提出する姿にも，家庭においてこの取組を大切にして

いたことがよく伝わります。不透明で不安なコロナ禍だからこそ，自ら目標を持ち，計画を立て，自己

評価しながらコツコツと取り組み，自己肯定感と達成感を積み上げる習慣が大切です。また，学校教育

と家庭教育のパイプ役を上手く果たしていただいている担当の皆様に感謝いたします。 

  

※ 他の地域でも，団体でも個人でも，すてきな取組がありましたら，いつでもご連絡ください。 

 

 水を吸って大きくなってほしいな

と思いながら，水やりをしました 

高山市立東山中学校 

東雲学級 

 



 

ＨＰも楽しい 

管理栄養士さんによる お家レシピ の取組が紹介されました！ 


